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 質 問 者  平 塚 勝 志   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 復興期間の折り返し点の中、高台造成や駅前を核

に町中心部も大きく変貌しつつあるが、しかしなが

ら、本町を取り巻く道路状況は、震災前からも地形

上の不利な環境もあり、貧弱な状況です。 

 主要な道路をより良く整備することは、生活、産

業、医療、観光等々、種々の分野に大きく影響し、

今後の本町の未来にもつながるものと考えます。 

 復興期間が終了し、町民の住居も定まり、水産業

を中心とした産業の基盤整備等も終了した時点で、

新しい女川のスタートとも言えます。そこで、次の

点について伺います。 

(１) 国道398号、県道女川牡鹿線及び石巻市道屋

敷浜猪落線の状況と、今後の要望を含めた整備

状況について。  

(２) 国道398号北浦方面（崎山、竹浦）の現状と

対策は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 防災広報無線から、猟銃による鹿の駆除の放送が

流れる度に、その対策に苦慮しているものと思われ

ます。 

１ 震災復興後の周辺等

道路の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 鹿の駆除対策は十分

なのか 
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 確かに、まだまだ鹿は減っておらず、町内各所に

その姿を現し、農作物を荒らされるとか、車両との

接触事故も度々あります。そこで伺います。 

(１) 本町と周辺市町の鹿の生息数と、駆除数の現

状と推移は。  

(２) 今後の駆除方法と取組みは。  

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


